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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】平成27年11月5日(2015.11.5)

【公開番号】特開2013-68616(P2013-68616A)
【公開日】平成25年4月18日(2013.4.18)
【年通号数】公開・登録公報2013-018
【出願番号】特願2012-205150(P2012-205150)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｎ  29/24     (2006.01)
   Ｈ０４Ｒ  17/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｂ   8/00     (2006.01)
   Ｈ０４Ｒ  31/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｎ   29/24     ５０２　
   Ｈ０４Ｒ   17/00     ３３２Ｂ
   Ａ６１Ｂ    8/00     　　　　
   Ｈ０４Ｒ   31/00     ３３０　

【手続補正書】
【提出日】平成27年9月14日(2015.9.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　超音波プローブ（５０）の構成において使用するための複合セラミックトランスデュー
サ構造体（１０）であって、
　基板（１６）と、
　前記基板（１６）上に、前記基板（１６）のＸ－Ｙ平面上に設定されている複数の空間
位置内に、制御可能に形成される複数の圧電トランスデューサ柱（１４）であり、前記基
板（１６）のＸ－Ｙ－Ｚ平面内に画定されている複数の形状を含み、前記超音波プローブ
（５０）内のせん断波の最小化を促すように構成されている、圧電トランスデューサ柱（
１４）と、
を含み、
　前記複数の圧電トランスデューサ柱（１４）の少なくとも１つは、非均一な密度を有す
る、
複合セラミックトランスデューサ構造体（１０）。
【請求項２】
　前記複数の圧電トランスデューサ柱（１４）のそれぞれは、光硬化性圧電セラミック材
料を含む、請求項１に記載の複合セラミックトランスデューサ構造体（１０）。
【請求項３】
　前記基板（１６）の前記Ｘ－Ｙ平面上に設定されている前記複数の空間位置は、１－３
複合構造体（１０）を含む、請求項１に記載の複合セラミックトランスデューサ構造体（
１０）。
【請求項４】
　前記基板（１６）の前記Ｘ－Ｙ平面内の前記複数の空間位置は、前記複数の圧電トラン
スデューサ柱（１４）の非周期配列を含む、請求項１に記載の複合セラミックトランスデ
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ューサ構造体（１０）。
【請求項５】
　前記複数の圧電トランスデューサ柱（１４）の少なくとも１つは、前記複数の圧電トラ
ンスデューサ柱（１４）のその他とは異なる横断面積を有する、請求項１に記載の複合セ
ラミックトランスデューサ構造体（１０）。
【請求項６】
　前記複数の圧電トランスデューサ柱（１４）の少なくとも１つは、前記複数の圧電トラ
ンスデューサ柱（１４）のその他とは異なる側面外形を有する、請求項１に記載の複合セ
ラミックトランスデューサ構造体（１０）。
【請求項７】
　前記複数の圧電トランスデューサ柱（１４）の少なくとも１つは、前記複数の圧電トラ
ンスデューサ柱（１４）のその他とは異なる高さを有する、請求項１に記載の複合セラミ
ックトランスデューサ構造体（１０）。
【請求項８】
　前記複数の圧電トランスデューサ柱（１４）の少なくとも１つは、前記複数の圧電トラ
ンスデューサのその他とは異なる密度を有する、請求項１に記載の複合セラミックトラン
スデューサ構造体（１０）。
【請求項９】
　前記複数の圧電トランスデューサ柱（１４）の少なくとも１つは、前記複数の圧電トラ
ンスデューサ柱（１４）の隣接する圧電トランスデューサ柱（１４）から等距離でなく間
隔を置かれる、請求項１記載の複合セラミックトランスデューサ構造体（１０）。
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